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１ 津久井やまゆり園の再生について 

 

(1) 利用者が安心して安全に生活できる場の確保 

ア 津久井やまゆり園千木良園舎（仮称）における取組状況 

(ｱ) 工事設計業務 

期  間 ： 平成30年３月～令和元年６月 

内  容 ： 新築及び改修工事に係る基本設計、実施設計 

実施状況 ： 令和元年６月に完了 

(ｲ) 新築及び改修工事 

内  容 ： 居住棟等の新築工事 

管理棟、厨房棟、体育館等の改修工事 

実施状況 ： 令和元年８月６日に建築（第１工区）に係る入札を

公告 

(ｳ) 今後のスケジュール 

令和元年11月    第３回県議会定例会に契約に関する議案 

を提出 

令和元年度～３年度 新築及び改修工事の実施 

    (ｴ) 鎮魂のモニュメントの整備 

     ご遺族などから幅広く意見を聴きながら、事件で命を奪われた利

用者への鎮魂のモニュメントの整備を検討 

 

イ 津久井やまゆり園芹が谷園舎（仮称）における取組状況 

(ｱ) アドバイザリー業務委託等 

期  間 ： 平成30年６月～令和２年１月 

内  容 ： 民間活力を活用した「維持管理を含む設計施工一括

発注方式」による施設整備に向け、専門的な知識を

有するものから助言を受けるため、アドバイザリー

業務を委託 

実施状況 ： 令和元年８月９日に入札を公告 

(ｲ) 今後のスケジュール 

令和元年11月    第３回県議会定例会に契約に関する議案 

を提出 

令和元年度～３年度 維持管理を含む設計施工一括発注方式に 

よる施設整備事業の実施 
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ウ 神奈川県立の障害者支援施設に関する条例の一部を改正する条例 

(ｱ) 改正の内容 

横浜市港南区芹が谷に新たに施設を整備することに伴い、神奈川

県立の障害者支援施設に関する条例について、所要の改正を行う。 

(ｲ) 今後のスケジュール 

令和元年11月 第３回県議会定例会に条例改正議案を提出 

(ｳ) 名称（案） 

施設名称の公募を行い、利用者、家族会、地元の自治会、有識者

及び障害施設団体の各代表者で構成した名称選考検討委員会におけ

る意見聴取を経て、名称（案）を「芹が谷やまゆり園」とした。 

ａ 名称公募の状況 

公募期間 平成31年３月19日～令和元年５月10日 

応募総数 755件 

ｂ 主な選定理由 

・ 応募件数が、最も多かったため。 

・ 「芹が谷」を冠し、地域の方々に親しんでいただくため。 

・ 「やまゆり」は、県の花であるため。 

・ 他の県立障害者支援施設にある「やまゆり」を継承すること

で、類似性や親和性を維持するため。 

なお、本改正議案の提出に併せて、新しい施設の名称について、

手話表現を検討している。 

 

エ 施設の指定管理の考え方 

(ｱ) 津久井やまゆり園再生基本構想 

・ 再生基本構想に基づき千木良地域及び芹が谷地域の施設は県立

施設とし、運営については、引き続き指定管理とする。 

・ 利用者の安定的な生活を支援するとともに、意思決定支援にお

ける偏りのない選択を担保するため、現在の指定管理期間である

令和６年度までの間は、芹が谷地域の施設についても、現指定管

理者である社会福祉法人かながわ共同会を指定管理者とする方向

で調整する。 

・ 指定に向け、専門的な支援の実施や職員の確保など、施設の運

営に適した能力を備えているか確認し、調整を進める。 
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(ｲ) 津久井やまゆり園芹が谷園舎（仮称）に係る指定管理に向けたス

ケジュール 

令和元年11月 指定管理施設の募集条件（案）（公募・非公募を含

む）の報告 

令和２年４月 指定管理者の募集（申請）開始 

令和３年度  新たな指定期間の開始 

 

(2) 利用者の意思決定支援及び地域生活移行の促進 

ア 利用者の意思決定支援 

・ 平成30年末までに、意思決定支援の対象となる123名全員の意思決

定支援を開始した。 

・ 利用者一人ひとりが、どのような暮らし、どのような支援を望む

のか、自らの意思が反映された生活を送ることができるよう、利用

者ごとに意思決定を支援する。 

・ 日中活動の充実やグループホームの体験・見学に取り組み、その

記録を重ね、丁寧にアセスメントを進め、暮らしのあり方や居住の

場の選択の方向性を検討する。 

・ 意思決定支援の実践的なマニュアル及び手引き、取組成果や効果、

課題等を取りまとめた報告書を作成し、意思決定支援の普及啓発に

向けた準備をする。 

 

イ 地域生活移行の促進 

・ 意思決定支援を通じて、地域での生活を希望する意思が示された

場合、地域生活移行に向けた支援を積極的に実施する。 

・ グループホームの整備費や人件費に係る補助事業等を活用し、地

域生活移行のための体制整備を支援する。 
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２ 障がい者スポーツの推進について 

 

(1) かながわパラスポーツの推進に向けた主な取組み 

県では、パラスポーツを「障がいのある人がするスポーツ」という考

え方から一歩すすめ、すべての人がそれぞれの関心、目的、体力、年齢、

運動機能、健康状態に応じて、生涯にわたり楽しみながらスポーツを

「する」「観る」「支える」ことを「かながわパラスポーツ」と捉え、

その普及に取り組んでいる。 

 

ア 普及啓発イベント等の開催 

(ｱ) 「かながわパラスポーツフェスタ」の開催 

かながわパラスポーツの普及推進に向け、「かながわパラスポー

ツフェスタ」を開催する。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

実施日 開催場所 参加者 

【第１回】 

10月14日（月･祝） 
南足柄市体育センター ― 

【第２回】 

11月30日（土） 
県立保健福祉大学 ― 

 

(ｲ) 「かながわボッチャ」の開催 

誰もが参加できて多くの人と交流できる、神奈川ならではのス

ポーツ大会として「かながわボッチャ」を開催する。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

実施日 開催場所 参加者 

10月27日(日) カルッツかわさき ― 

 

(ｳ) 「かながわパラスポーツビーチフェスタ」の開催 

車いすを利用する方などが気軽に海に触れ、マリンスポーツを 

楽しむことができる「バリアフリービーチ」におけるイベントと

して「かながわパラスポーツビーチフェスタ」を開催する。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

実施日 開催場所 参加者 

９月28日(土) 鎌倉海岸（由比ガ浜） 約600人 
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(ｴ) 各種イベントにおけるミニ体験会等の実施 

市町村等が開催する各種イベントにおいて、競技団体や県内の

クラブチームから講師を派遣して、パラスポーツミニ体験会を実

施する。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

・ 市町村イベント 10市町  

・ その他イベント ７か所 

 

イ かながわパラスポーツコーディネーターの育成 

「かながわパラスポーツ」を地域の実情に応じて実践・普及して

いくため、地域において主体的に「かながわパラスポーツ」に係る取

組みを企画・実践する人材である「かながわパラスポーツコーディネ

ーター」を育成するための講習会を開催する。 

・ 開催予定：講習会 ４回 

 

ウ 高等学校における「かながわパラスポーツ」の理解促進 

高等学校にパラスポーツのアスリートやパラリンピアンを招き、

車いすバスケットボール等の体験授業や講演等の交流の機会を設ける

ことにより、「かながわパラスポーツ」への理解促進を図る。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

実施日 開催場所 参加者 

令和元年６月11日 霧が丘高等学校 21名 

令和元年10月24日 津久井高等学校 － 

令和２年１月27日 平塚工科高等学校 － 

調整中 茅ケ崎高等学校 － 

 

(2) 障がい者スポーツの機会拡大 

ア 競技活動の場の提供（大会の開催等） 

(ｱ) 神奈川県障害者スポーツ大会の開催 

スポーツを通じて障がい者の健康の維持及び体力の増進、並び

に活発な精神活動の促進を図るとともに、県民の障がいに対する

理解を一層深め、障がい者の社会参加推進に寄与するため、県障

害者スポーツ大会を開催する。 
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＜令和元年度実績・実施予定＞ 

期間：令和元年４月14日（日）～令和２年１月26日（日） 

競技会名 実施日 開催場所 参加者 

総合開会式 ４月28日(日) 
柳島スポーツ公園総合

競技場 
209名 

ボウリング競技会

(知的) 
４月14日(日) 湘南とうきゅうボウル 106名 

アーチェリー競技

会(身体) 
４月14日(日) 

県総合リハビリテーシ

ョンセンター 
12名 

フライングディス

ク競技会(知的・

身体) 

４月21日(日) 厚木市営及川球技場 228名 

陸上競技会 

(身体) 
４月28日(日) 

柳島スポーツ公園総合

競技場 
209名 

陸上競技会 

(知的) 
５月12日(日) 

相模原ギオンスタジア

ム 
291名 

水泳競技会 

(知的・身体) 
７月21日(日) 

さがみはらグリーンプ

ール 
195名 

卓球競技会 

(精神) 
１月24日(金) 

シンコースポーツ寒川

アリーナ 
－ 

卓球・サウンドテ

ーブルテニス競技

会(知的・身体) 

１月26日(日) 
シンコースポーツ寒川

アリーナ 
－ 

 

(ｲ) 全国障害者スポーツ大会への選手団派遣 

毎年開催される「全国障害者スポーツ大会」に本県選手団を派

遣する。 

＜令和元年大会の概要＞ 

・大会名 ： 第 19回全国障害者スポーツ大会 

「いきいき茨城ゆめ大会」 

・期  間 : 令和元年 10月 12日(土)～14日(月) 

・会 場 : 茨城県笠松運動公園陸上競技場 他 

・派遣予定人数 ： 120名（内訳：選手 65名、役員 55名） 
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(ｳ) 神奈川県精神障害者スポーツ大会の開催 

精神障がい者のスポーツ参加機会を提供し、社会参加を推進す

るとともに自立を促進するため県精神障害者スポーツ大会を開催

する。 

 

a 実施競技 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

競技会名 実施日 開催場所 参加者 

バレーボール競技会 11月15日(金) 大和スポーツセンター － 

ボウリング競技会 12月13日(金) 湘南とうきゅうボウル － 

 

ｂ 普及啓発事業の開催 

精神障がい者のスポーツ参加機会を提供し、社会参加を推進

するとともに、県精神障害者スポーツ大会参加に繋げるため、

普及啓発イベント「ピアスポーツかながわ」を開催する。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

実施日 開催場所 実施競技 参加者 

７月26日(金) カルッツかわさき 

バスケットボール、 

ソフトバレーボール、 

卓球 

38人 

９月５日(木) 
海老名運動公園 

総合体育館 

バスケットボール、 

バドミントン、 

卓球、軽スポーツ 

68人 

２月７日(金) 茅ヶ崎市総合体育館 

バスケットボール、 

フットサル、卓球、 

軽スポーツ 

－ 

 

(ｴ) 神奈川県ゆうあいピック大会への支援 

県障害者スポーツ振興協議会が開催する知的障がい者のスポー

ツ大会「神奈川県ゆうあいピック大会」に対し補助を行う。 

＜令和元年度実績・実施予定＞ 

実施日 開催場所 実施種目 参加者等 

６月23日(日) 

７月21日(日) 
秦野おおね公園 

サッカー 
23 チーム

391 人 
７月26日(金) 

國學院大學 

相模原グラウンド 
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実施日 開催場所 実施種目 参加者等 

６月１日(土) 

６月２日(日) 
大和スポーツセンター 

バスケット 

ボール 

40 チーム

470 人 

８月25日(日) 港南スポーツセンター バレーボール 
11 チーム

95 人 

９月28日(土) 秦野おおね公園 ソフトボール 
４チーム 

58 人 

 

(3) 障がい者スポーツを支える人材の育成 

ア 神奈川県障害者スポーツサポーターの育成 

障がい者のスポーツを支え、継続的な障がい者スポーツの推進 

を図るとともに、障がい者スポーツに対する理解を促進する人材を育

成するための講習会を開催する。 

・開催予定：講習会 ４回 

 

イ 初級障がい者スポーツ指導員の養成 

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会が定める公認障がい者 

スポーツ指導者制度に基づき、障がい者の適性に応じたスポーツの指

導法及び障がいについて基本的な知識を身につけるための講習会を開

催する。 

・開催予定：講習会 １回 

 

(4) パラリンピアンの育成・支援 

東京2020パラリンピック競技大会（以下「東京大会」という。）にお

いて、神奈川育ちのパラアスリートが活躍することで、県民の障がい者

スポーツへの関心を高め、かながわパラスポーツの推進と障がい者スポ

ーツの裾野を広げることを目的に、東京大会への出場が期待される神奈

川育ちのパラアスリートの育成・支援等を行う。 

・目標：東京大会への神奈川育ちのパラリンピアン 20人出場 

 

ア 対象競技 

東京大会正式種目 22競技 539種目 

 

イ 助成対象者の要件 

ａ 選手 

次の項目のいずれかに該当する東京大会正式種目の選手であり、
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かつ、日本パラリンピック委員会加盟団体の強化指定選手又は強化

指定が有力な者で、東京大会において活躍が期待される者。ただし、

独立行政法人日本スポーツ振興センターのトップアスリートに認定

されている選手は除く。 

・  神奈川県内に在住、在勤又は在学している者  

・  神奈川県内に主な活動拠点を有する者  

・  神 奈 川 県 内 の 中 学 校 、 高 等 学 校 又 は 特 別 支 援

学校等を卒業した者  

ｂ 指導者 

助成対象者に選考された者の指導者 

 

ウ 助成額 

ａ 選 手 

１人あたり年間 50万円以内 

ｂ 指導者 

１人あたり年間 25万円以内 

 

エ  令和元年度の申請・交付状況  

区 分  募 集 枠  申 請 数  交 付 決 定  

選  手  35 人  41 人  35 人  

指 導 者  ２ 人  ２ 人  ２ 人  

 

(5) 県立スポーツセンターの整備 

令和２年４月からの供用開始に向けて整備を進めている県立スポー 

ツセンターは、障がい者の方々がスポーツに親しみやすい環境を提供す

るとともに、本県における障がい者スポーツの推進拠点としての活用を

図る。 

  

(6) 特別支援学校等におけるスポーツ環境モデル構築事業 

かながわボランタリー活動推進基金21の活用事業として、地域におけ

る障がい者のスポーツ環境の整備に向け、総合型地域スポーツクラブに

よる麻生養護学校の体育施設等を活用した障がい者のスポーツ参加モデ

ル事業を実施する。 
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(7) 特別支援学校におけるスポーツの推進 

ア トップアスリート等によるスポーツ教室の開催 

全県立特別支援学校28校の児童生徒・教員を対象に、スポーツに対

する意識及び技能を向上させるため、平成28年度から、トップアスリ

ート等によるスポーツ種目及びパラスポーツ種目を体験するスポーツ

教室を実施している。この教室には地域の小・中・高等学校の児童生

徒・教員、住民等も参加できるようにすることで、障がい者スポーツ

に対する意識及び技能を高め、交流及び共同学習の一層の充実に取り

組んでいる。 

＜実施状況＞ 

項 目  平成28年度 平成29年度 平成30年度 

ス ポ ー ツ 教 室 の 回 数  126 回  120 回  124 回  

外 部 参 加 者 の 参 加 回 数  53 回  62 回  60 回  

 

イ 運動・部活動等の用具の整備 

全県立特別支援学校の児童生徒の生涯スポーツの充実をめざし、平

成28年度から、運動・部活動の活性化を図るため、障がいの状態に応

じたスポーツの参加を推進するための用具を整備している。 

＜整備状況＞ 

年度 競 技 

平成28年度 
・ボッチャ ・フライングディスク 

・スポーツクライミング ・ゴールボール 

平成29年度 
・ボッチャ（ボールセット・ランプ）・タグラグビー 

・サウンドテーブルテニス 

平成30年度 
・ボッチャ（ボールセット） ・フロアカーリング 

・フロアバレーボール 

 

 

(8) 東京2020パラリンピック競技大会の盛り上げ 

ア １年前イベント 

パラリンピックへの関心・注目度を上げるため、パラリンピック１

年前イベントを開催した。 
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＜概要＞ 

  名  称：～Tokyo 2020 Paralympic Games 1 Year to Go!～１年前

記念イベントin神奈川 

実施日時：８月17日（土） 11時から18時 

会    場：横浜赤レンガ倉庫 

参加者数：20,000人 

 

イ ライブサイト 

誰もがパラリンピックを楽しむ機会を提供するため、大型スクリー

ンでの競技中継を中心に、競技体験やステージイベントなどを行う

「東京2020ライブサイト」を組織委員会との共催で開催する。 

現在、設置予定会場の小田原市と連携して、運営計画の作成に取り

組んでいる。 

＜概要＞ 

実 施 期 間  
パ ラ リ ン ピ ッ ク 全 期 間   13 日 間  

（ 令 和 ２ 年 ８ 月 25 日 （ 火 ） ～ ９ 月 ６ 日 （ 日 ） ）  

開 催 場 所  

小 田 原 城 址 公 園 （ 小 田 原 市 城 内 ）  

日 本 100 名 城 に も 選 定 さ れ 、 日 本 の 文 化 と 歴 史 を 感

じ ら れ る 場 所 で 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク の 競 技 映 像 を 放 映

す る 予 定  

内 容  
競 技 中 継 の 他 、 競 技 体 験 、 出 演 者 に よ る ス テ ー ジ な

ど 東 京 2020 大 会 を 盛 り 上 げ る コ ン テ ン ツ を 検 討 中  

入 場 料  無 料  

主 催  

神 奈 川 県  

公 益 財 団 法 人 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 競

技 大 会 組 織 委 員 会  

※ 実 施 時 間 に つ い て は 現 在 検 討 中  

 


